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1.1 提供しているツールの種類について

 設備対策更新事例：既存設備からの更新例を記載。
 空調年間活動量算定ツールと効果算定ツール：下表参照

設備 ツール ツールのタイプ
空調機 ●空調年間活動量算定ツール（６種類）

■空調機の燃料転換、電化、高効率化 ※
①既存活動量を簡易的に計算で算出
②既存活動量から既存機と導入機の性能比
等で活動量を算定

ボイラー ■ボイラーの電化(ヒートポンプ給湯) ※ ③既存活動量を入力し、導入機の活動量を
計算で求め、活動量の差を算出

■ボイラーの燃料転換、高効率化 ※

②既存活動量から既存機と導入機の性能比
等で活動量を算定

工業炉 ■工業炉の燃料転換 ※
空気圧縮機 ■空気圧縮機の高効率化 ※
変圧器 ■変圧器の高効率化、統合 ※
冷凍冷蔵設備 ■冷凍冷蔵設備の高効率化 ※ ④既存と導入機の活動量をそれぞれ計算で求

め、活動量の差を算出

※効果算定ツール：設備更新等によるCO2削減効果の算定ツール

New

sf07Hj3
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1.2 設備更新対策事例

■既存設備から選択できる更新設備が参照・比較できる設備更新対策事例
■簡易にCO2削減効果を試算できる効果算定ツール

既存設備から更新設備を選ぶ 効果を試算する

【設備更新対策事例】 【効果算定ツール】

条件を確認する

 

（※別シート【算定シート】へ入力） （※CO2削減対策の効果算定ガイドライン等）

ガイドライン等を参照し計算してくださいボイラー効果算定ツールを利用できます！

現在お使いのボイラーは1台ですか？

現在お使いのボイラーの補給水の予熱は、

ボイラー内で行われていますか？

現在お使いの燃料は更新対

象のボイラーのみで使用して

いますか？

設備更新等によるCO2削減効果の算定ツール （ボイラーの燃料転換、高効率化） Ver. 1.0

スタート

いいえ

導入予定のボイラーは1台ですか？

（例：ドレンあるいはボイラー外の排熱等も用いて給水予熱しているなど）

（例：ボイラー以外の他の設

備でも同じ燃料を使用して

いるなど）

現在お使いのボイラーの燃料は次の

中にありますか？

A重油、C重油、灯油、LPG、LNG、

都市ガス、電気

複数のボイラーの効率は同じですか？

効率が異なる場合、平均効率で算定を行い

ますか？

導入予定のボイラーの燃料は次の

中にありますか？

A重油、C重油、灯油、LPG、LNG、

都市ガス、電気、木質ペレット

複数のボイラーの効率は同じですか？

効率が異なる場合、平均効率で算定を

行いますか？

更新対象のボイラーが

使用する燃料の使用

量を測定しています

か？

購入量の按分等により、

燃料の使用量を概算で

きますか？

・燃料供給業者提供の真発熱量（低位発熱量）を計算に使用した

い場合も「いいえ」を選択

・電気：ヒートポンプ式を除く

・燃料供給業者提供の真発熱量（低位発熱量）を計算に使用

したい場合も「いいえ」を選択

・電気：ヒートポンプ式を除く

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ いいえ いいえ

はい はい

いいえ いいえ

はい

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

はい

Step 1 で選択した燃料の購買伝票などから基準年度燃料使用量を入力してください。
（注2a、注2b）

現在お使いのボイラーのカタログや仕様書からボイラー効率を調べて入力してください。
ボイラーが1台の場合は手入力、2台目からは平均効率計算シートからの自動入力となります。（注3）

4 導入予定のボイラーの燃料は何ですか？8種類の中からお選びください。 選択

導入予定のボイラーのカタログや仕様書からボイラー効率を調べて入力してください。
ボイラーが1台の場合は手入力、2台目からは平均効率計算シートからの自動入力となります。（注5）

Step 1 で選択した燃料の単価　（千円/kL, 千円/t, 千円/千Nm3） 入力

Step 4 で選択した燃料の単価　（千円/kL, 千円/t, 千円/千Nm3） 入力

削減率(%) 32.3

省エネ率(%) 6.6

6

エネルギー使用量(GJ/年)

エネルギーコスト(千円/年)

項    目

ボイラー効率(％)

燃料種別

既存設備

都市ガスA重油

CO2削減量(t-CO2/年)

真発熱量

19,450

36.73

Step 1～6 の操作により導入設備の燃料使用量等が自動的に計算・表示されます。

現在お使いのボイラーの燃料は何ですか？9種類の中からお選びください。
（注1a、注1b）

選択

入力
kL/年

注1a. LPGは、ガス会社の購買伝票を確認し、kgまたはt（トン）表示であればLPG（液）を、m3表示であればLPG（ガス）を選択してください。

注1b. 都市ガスについては、ガス会社の購買伝票の数値をそのまま入力する場合はm3を、0℃1気圧の標準状態に換算する場合はNm3を選択してください。

2

Step
 1

A重油

500

注2a. 基準年度燃料使用量とは、直近過去3年度間の平均値となります。

注3. ボイラー効率は真発熱量（低位発熱量）基準で入力してください。ご不明の場合は購入店、メーカー等にご確認ください。

注5. ボイラー効率は真発熱量（低位発熱量）基準で入力してください。ご不明の場合は購入店、メーカー等にご確認ください。

注2b. ここに表示されない単位は、燃料供給事業者にご確認ください。

3

93.3
％ 

83.3
％ 

都市ガス

入力

5 入力

42,500 37,936

18,161

445

燃料使用量

CO2排出量(t-CO2/年)

83.3 93.3

kL/年 千Nm3/年

404

40.63

500

1,377

導入設備

85

94

932

計算結果

設備更新等によるCO2削減効果の算定ツール （ボイラーの燃料転換、高効率化） Ver. 1.0

設備更新の対策を効果的に選定していただくための事例集を用意

アイコンをクリックすると
ツールをダウンロードsf07Hj3
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1.3 設備更新対策事例：既存設備を選択

既存設備を選択
（クリックすると詳細
ページへ移動）

sf07Hj3
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1.4 設備更新対策事例：更新設備を選択
SHIFT事業 設備更新支援で申請された内容を整理し比較表にまとめた事例

既存機についての
よくある課題等

既存機に対する
更新機の例

同等出力での各更新機の大小関係

効果算定ツール
がある設備
（クリックする
とツールをダ
ウンロード）

事例からみら
れる特徴（メ
リット／デメ
リットなど）

ツール使用可能
マーク

sf07Hj3
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ツール
と

解説書
の

1セット

空調設備の電力・燃料使用量を実測できない場合に使用する空調年間活動量算定ツール

sf07Hj3



9

1. 提供しているツールの種類について

2. 効果算定ツールのシート構成

3. 冷凍冷蔵設備の効果算定ツール活用例

4. 算定結果のCO2削減計画書への適用方法

sf07Hj3



10

2. 効果算定ツールのシート構成

 効果算定ツールのシート構成
① フローチャート(ツールが使えるかを判定)
② 性能や運転条件を入力するシート/ボイラーの効率を入力するシート
③ 算定シート/効果算定シート（CO2削減効果を表示）

【フローチャート】
【性能・稼働条件入力】 【効果算定/算定】

sf07Hj3
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3.1 冷凍冷蔵設備の設置構成例

 使用消費電力量は、コンデンシングユニット・シューケースの性能、周囲温度
及び稼働条件を算定ツールに入力し、CO2削減量が算定される。

ツールが利用可能かを

フローチャートで確認

コンデンシングユニット
（屋外設置）

別置型ショーケース
（屋内設置）

系統1

系統xx

冷媒

外気温度

室内温度

ケース内温度

定速/インバーター
空冷/水冷

コンデンシングユニット
内蔵型ショーケース

照明・ファン・防露ヒーター等

上記パラメーターを選定・入力できないと、
効果算定ツールが利用できない場合がある

sf07Hj3
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3.2 シート構成：1 フローチャート
効果算定ツールが利用可能か確認

①冷媒種類

②シューケースの使用温度
(－40℃未満は対象外)

③店内温度の把握

④シューケースの
仕様関連

sf07Hj3
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1 フローチャートの続き

算定ツールが利用可能 算定ツールは利用不可

⑤コンデンシングユニット
(CDU)の仕様関連

⑥CDUのタイプ・仕様

⑦CDU 空冷/水冷

⑧CDU 定速/インバータ

⑨店舗の情報

sf07Hj3
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3.3 シート構成：20 運転条件(共通)

ショーケース付属品の
稼働時間

店舗関連の情報
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3.4 シート構成：21,23 運転条件(既存/導入 別置)
★コンデンシングユニット＋別置型シューケースの場合

21 運転条件(既存 別置)シートと23 運転条件(導入 別置)シートを準備

コンデンシングユニットの系統数は最大25系統入力可能。
各系統に入力できるシューケース数の最大数とその系統数は、右表の通り
1系統に接続する台数に応じて入力欄を準備

40台 3系統
30台 5系統
20台 10系統
15台 7系統

空冷/水冷
定速/インバータ

水冷を選択すると
黄色セルになる

sf07Hj3
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3.5 シート構成：22,24 運転条件(既存/導入 内蔵)

内蔵型シューケースは最大40台入力可能

★内蔵型シューケースの場合
22 運転条件(既存 内蔵)シートと24 運転条件(導入 内蔵)シートを準備

sf07Hj3
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3.6 シート構成：25 効果算定シート
25 効果算定シートに、CO2削減量の算定結果と電気料金を表示

sf07Hj3
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4.1 CO2削減計画書への計算結果の転記

 

使用した ←プルダウンメニュ
213 ←環境省のツー

17,000 ←環境省のツー
16,432 ←環境省のツー

対策実施【前】 メンテナンス費用 1,000 ←環境省のツール
対策実施【計画】 メンテナンス費用 600 ←環境省のツール

環境省のツール(CO2削減効果の算定ツール)使用の有無
CO2排出削減量(t-CO2/年)

対策実施【前】
対策実施【計画】

その他運転コスト(運転・
管理費、用水費、薬品費
等)(千円/年)

内容

エネルギーコスト
(千円/年)

対策個票1

黄色いセルにプルダウンメニューから選択、または記入すること
補助対象設備導入 ←自主対策分は記入不要

内容
費用(円)

B
C

※1 網掛けのセルは自動計算されるため、直接入力をしないこと。

使用した ←プルダウンメニューから選択
213 ←環境省のツールを使用した場合は、こちらに計算結果を記入

17,000 ←環境省のツールを使用した場合は、こちらに計算結果を記入
16,432 ←環境省のツールを使用した場合は、こちらに計算結果を記入

対策実施【前】 メンテナンス費用 1,000 ←環境省のツールを使用した場合は、こちらにその他運転コスト(千円/年)を記入
対策実施【計画】 メンテナンス費用 600 ←環境省のツールを使用した場合は、こちらにその他運転コスト(千円/年)を記入

環境省のツール(CO2削減効果の算定ツール)を使用した場合は記入不要

③=①*② ⑤=①*④

年間消費量 単位 CO2排出係数 単位 年間CO2排出量
(t-CO2/年) 単価 単位 年間ランニングコスト

(円/年)
1 0 0
2 0 0
3 0 0

CO2削減計画書

②

法定耐用年数(年)

環境省のツール(CO2削減効果の算定ツール)使用の有無
CO2排出削減量(t-CO2/年)

対策実施【前】
対策実施【計画】

その他運転コスト(運転・
管理費、用水費、薬品費
等)(千円/年)

内容

No.
記入不要

種別(No.1～8はリスト
から選択/リスト以外に
ついてはNo.9～10に

記入)

エネルギーコスト
(千円/年)

①

968,000

④

耐用年数省令別表の記載事項

別表の名称

[種類]または[番号]
[構造又は用途]または[設備の種類]
細目

対策の種類

D 導入設備

名称

CO2排出削減目標量(t-CO2/年) 213
ランニングコスト削減目標量(円/年)

A 対策

CO2削減計画書の対策個票

①
②
③

効果算定ツールの計算結果の
3つの値を転記

sf07Hj3
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削減率(%)

38.8%

省エネ率(%)

14.1%

16,432

エネルギー使用量
(GJ/年)

6,687

213

CO2排出量(t-CO2/年) 550 154 183 337

エネルギーコスト
(千円/年)

7,780 3,062 3,624

17,000 8,861 7,571

81

kL/年 千kWh/年 千Nm3/年

CO2削減量(t-CO2/年)

ボイラ効率(％) 85.0 95.0

燃料種別 A重油 都市ガス 都市ガス

真発熱量 36.73 40.63

燃料使用量
200 354

項    目 A.既存設備
導入設備

B+CB.給湯
ヒートポンプ

C.給湯ボイラ

計算結果

 ボイラーの電化〔ヒートポンプ給湯〕の計算結果例

計算結果の転記の続き

①CO2排出削減量(t-CO2/年)②対策実施【前】
エネルギーコスト(千円/年)

③対策実施【計画】
エネルギーコスト(千円/年)

② 算定シートの下方に表示された算定結果から読み取った値を転記
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4.2 関係する3つの提出資料

計算したツールの
Excelファイル

判定過程を赤線で示した
フローチャート

計算に用いたデータ、
数値の根拠資料

CO2削減計画書表紙(CO2削減効果)
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PDFで「印刷」する

4.3 フローチャート資料の作り方（PDF化の例）
効果算定ツールは保護がかかっているため、PDF化やハードコピーしたものを編集

①PDF形式で保存 ②Acrobat Readerで編集 ③フローチャートの完成

ボイラー燃料転換、高効率化の例

Microsoft Print to PDF

PDF上で赤線を引く

線または
折れ線

赤色

太くする
（例:5ポイト)

sf07Hj3
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4.4 効果算定に有効な参考図書

CO2削減効果の算定で
準拠すべき指針

工場・事業場の脱炭素化の
考え方や算定方法の参考文献

・・・ 1

・・・ 11

・・・ 23

・・・ 35

・・・ 47

・・・ 59

・・・ 71

対策個票1　A重油焚きボイラーから都市ガス焚きボイラーへの更新

工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業

（SHIFT事業）

診断報告書／実施計画書

対策個票　記入例

1. 設備導入対策の記入例

2024年3月25日

一般財団法人省エネルギーセンター

対策個票2　パッケージエアコンの高効率型への更新
対策個票3　都市ガス焚きボイラーからヒートポンプ給湯機への更新
対策個票4　コンプレッサーの高効率型への更新

2. 運用改善対策の記入例

対策個票5　空調機設定温度の緩和

3. 設備導入対策の保守的な算定の記入例

対策個票6　コンプレッサーの高効率型への更新

対策個票7　A重油焚きボイラーから都市ガス焚きボイラーへの更新
【精度管理の不十分な計量器による保守的な算定】

【精度不明の計量器による保守的な算定】

算定の説明に求められる
記載事項の例

（令和6年度の様式）ガイドラインと記入例：
https://shift.env.go.jp/files/offering/2024/sf05Hf3.pdf https://shift.env.go.jp/navi/guideline

sf07Hj3
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おわりに

● 算定ツールの使用方法は、各ツールの「解説書」を参照してください。

● 算定ツールおよび解説書は、次のURLで公開しています。

https://www.eccj.or.jp/shift/tool/

● 回答を必要とする質問や不具合等は上記URLに掲載の専用フォームへ記入いた
だき、メール添付でお送りください。
専用フォームのURL

https://www.eccj.or.jp/shift/tool/doc/inquiry.xlsx

送信先メールアドレス
shift_eccj@eccj.or.jp

燃料の按分の方法やツール使用の条件に問題がないか迷った時は、
上記「専用フォーム」でご質問ください。

sf07Hj3
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